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　　　　はじめに

玉川図書館近世史料館では、金沢市図書館叢書として「諸頭系譜」（郷土資料090－851）全１５巻を翻刻刊行することにな

り、平成２５年３月には『諸頭系譜 上』を、平成２７年３月には『諸頭系譜 下』および『索引編』を刊行しました。この刊行に

合わせ初夏展として、「諸頭系譜」にみる藩士と諸役　を開催いたします。

「諸頭系譜」は、文化６年（1809）木村信尹(ﾉﾌﾞﾀﾀﾞ)が著したものです。加賀藩の諸頭・諸役の歴代や異動をまとめたもので、

加賀藩研究の基礎的な重要史料です。特に今回翻刻した「諸頭系譜」は木村が編纂した後、明治初年まで追補されたもの

で、藩政時代全期を網羅しています。

今回の展示では、「諸頭系譜」および編者木村信尹に関すること、加賀藩士、その中でも「諸頭系譜」という名の中心となっ

た平士諸頭、それらを勤めた人物の事例等を紹介し、加賀藩士の一面を窺います。

　　「諸頭系譜」の内容

加賀藩において諸頭・諸役を勤めた藩士の歴代をまとめたものです。頭・役ごとに歴代の①就任等年月日および前役・現

役、②石高 ③人名(苗字・通称・実名・改称等)、 ④異動年月日(その後の転役・兼役・隠居・没年や石高増減・家督等の状況)な

どが記されています。

　　「諸頭系譜」の諸本と名称

今回翻刻刊行した『諸頭系譜 上・下』は、昭和１７年（１９４２）に金沢文化協会から金沢市立図書館に寄贈された写本を底

本として、います。文化６年木村信尹が著した「諸頭系譜」の原本の所在は不明です。

「諸頭系譜」の序章にあたる「系譜備考」の末には、高田小一郎以下８名の書物役連名で「文化九年以来書継指上可申

旨」として天保10年(1839)および天保14年に藩の書物役により調えられていることが記されています。また、天保１４年に調え

る際には「寺西源左衛門蔵本も借請」とあり、写本「寺西本」を参照していることも記されています。

近世史料館には安政期頃まで書き継いだ別の写本があります。それは「系譜備考」（13.0－190）で、

昭和12年(1937)に氏家栄太郎が成巽閣から借りて写したものであることが記されています。

史料名が異なりますが、「系譜備考」と底本とした「諸頭系譜」は共通点が多く、氏家自身も金沢文化

協会の評議委員を勤めていることから、底本とした「諸頭系譜」は、成巽閣本の写しで、安政以降明治

初年までを書き継ぎ、頁打ちにより索引が作られたものと考えられます。そのため、史料中の「当公」や

「御当代」は安政期の藩主である１３代斉泰のことを指した表記となっています。

なお、文化６年、木村は本書のことを「諸頭系譜」ではなく「諸役系譜」とし、序文を記した書物奉行津

田鳳卿も「諸役系譜」としています。天保１４年の増補の段階では、津田鳳卿は「諸役系譜」、書物役は

「諸頭系譜」としています。また、天保３年に津田宇兵衛信成が著した「諸士系譜」(16.31-49他)の凡例

において、役職に関しては略することがあり、「諸頭系譜」・「諸役系譜」がより詳細であることを記してい

ます。

木村が意図した名称は「諸役系譜」でしたが、後の利用・追補の課程で「諸頭系譜」が認知されるもの

となったと考えられます。なお、「系譜備考」は序章のことです。
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系譜備考（13.0－190）諸頭系譜（090－851）



役料知と主な諸頭・諸役

　　「諸頭系譜」の巻構成の概要と諸頭

「諸頭系譜」における諸頭・諸役の項目数は４００を超えています。統廃合や藩主各代や幕末などその時勢に伴う役職等が

あり、同時期にこれほど多く存在したわけではありません。

全１５巻１８冊構成で、諸役・諸頭の記載順は、基本的には文化期における身分階層に基づいています。加賀藩直臣の身

分階層は一般に、①人持組頭（八家）、②人持、③平士、④与力、⑤歩、⑥足軽、⑦小者に区分されます（『金沢市史』通史編

２　2005）。「諸頭系譜」では①〜③が就く諸頭・諸役のほか、⑤歩や歩並が就く小頭なども掲載されています。

大まかな概要として、巻１上は人持組頭（「年寄・八家」）・人持が就く役職です。、公事場奉行・算用場奉行については、後述

する平士でも組頭（並）を勤めているものが兼役として入っています。巻１下は、平士頭役の兼役が主体で一部御用部屋（近

習御用）など人持と組頭（並）兼役の役職があります。

巻２〜７は、基本的には人持を含まない平士の諸頭・諸役です。平士には石高以外にも階層があり、それが先述した「組頭

（並）」などです。一般的には、上位から組頭（組頭並）・物頭（物頭並）・番頭（頭並）です。それらの序列は、役職名と役料知(家

の石高以外に役職に就くことにより藩から与えられた知行)の関係により調えられています。

巻２は、役料知300石の定番頭・同並から役料知200石の組頭や町奉行等です。魚津在住や今石動等支配も役料知は200

石であり、人持も就いていますが、人持の場合は役料知はありません。巻３～７は役料知150石の物頭（並）～100石の頭並の

階層の諸頭・諸役です。巻７の末には「竹沢御殿附諸頭姓名」があります。これは１２代藩主斉広隠居に伴う諸頭で、天保期

に増補されたもので、ここには定番頭並から頭並までの藩士が一同に記されています。この巻２～巻７の平士、役料知300～

100石の諸頭・諸役を勤めた藩士が狭義の「諸頭」ともいえます。

従って、巻８～１４の町同心までが「諸頭」ではない平士が勤めた諸役、巻１４の新番小頭は平士の子弟、三十人頭から以

下巻１５は御歩(並)が勤めた諸役です。

役料知 諸頭・諸役
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新板出世双六（32.22－82） 文久3年(1863)



　　　加賀藩士の構成と「諸頭」

「諸頭系譜」に記載された藩士は、加賀藩士の全てではなく、諸頭・諸役を勤めた一部の藩士です。加賀藩士の構成が数

的に確認できる史料は少ないですが、「帳秘藩臣録」(16.30－50)には、文化4年(1807)頃の藩士の石高・人名等が御歩まで記

されています。足軽については約4000人とし、陪臣は記されず、直臣のみですが加賀藩士の構成がわかります。

①八家8人、②人持68人、③平士1202人、④与力291人、⑤御歩432人、御歩並397人、⑥足軽約4000人です。並は儒者・

医師・算用者・料理人・大工などのことです。下のグラフ左は足軽を除いた場合、右は足軽約4000人を含めた場合の構成で

す。その他、小者については、「諸頭系譜」の系譜備考に、宝暦5年(1755)の人高として、足軽・小人・中間合わせて5319人と

あり、1000人程度が考えられます。

いわゆる平士層は、足軽を除けば、藩士の約半分を占め、足軽を含めば2割に満たない割合です。その平士1202人の中

でも、役料知300～100石の「諸頭」は153人(約13％)で、8割以上が役料知100石未満の諸役やその他の平士となります。

　　　編者　木村信尹

木村信尹は、「諸頭系譜」では文政４年（1821）に６３才で亡くなっていることから、宝暦８年（1758）頃の生まれで、通称は「先

祖由緒并一類附帳」によれば、「宇大夫」→「右大夫」→「兵群」と改名しています。字は懐甫です。

兵学を有沢貞幹に学び、天明５年(1785)に新番組御歩として召し出されました。１１代藩主治脩の近習番加人を勤め、その

後御次番を勤め、寛政４年（１７９２）には代理ではあるが天文暦学師範、寛政７年には書物役を勤め、寛政１１年７月４２才の

時、家督200石を継ぎ、組外に属し、９月には南土蔵奉行を勤めました。

南土蔵は藩が集めた書物を保管する蔵で、金谷出丸に置かれ、南土蔵奉行は時には書物奉行や書写奉行を兼帯する役

職でした。その後、文政元年(1818)６０才の時に「諸頭」である役料知100石の定番御馬廻御番頭となり、文政２年両学校御用

を兼帯し、由緒帳では翌３年(「諸頭系譜」では4年)に亡くなりました。

木村信尹は寛政７年の書物役を契機として、寛政11年42才から文政元年まで約20年間南土蔵奉行を勤め、藩の書物を比

較的自由に取り扱え、この間の文化６年（1809）、51才の時に「諸頭系譜」を編纂したのです。文化８年２月に著した「文化規

式能次第」には、「予、去秋の頃述作之書冊六拾余巻を献呈し」と記していることから、「諸頭系譜」だけではなく、「御系譜」、

「御年表」、「諸士系譜」、「興家録」、「亡家録」、「三組全録」、「御両家諸士名鑑」も編纂し、合わせて６０余巻を藩に献上し

ていました。

先祖由緒并一類附帳(16.31－65木村花実) 金沢城図(大1125) 金谷出丸部分

南御土蔵
御文庫

文化4年頃の加賀藩士の構成



　　序　津田鳳卿

「諸頭系譜」の序は、文化７年６月(1809)の年紀で

津田鳳卿が記しています。

その時「左親衛騎兼秘書権監津田鳳卿邦儀」と

署名していますが、文化10年湯浅祇庸が編纂した

「北藩秘鑑」の序においは、「加賀左親衛騎隊兼

尊経閣権監津田鳳卿邦儀援筆於高岡坊篁墩半

千塾」としています。序は漢文体で書かれているた

め、このような表記となっていますが、「先祖由緒并

一類附帳」と比較すると「左親衛騎隊」は「馬廻

組」、「秘書」は「御次御用」、「尊経閣権監」は「書

物奉行加人」のことであることがわかります。「邦儀」

は字で、通称は「亮之助」です。

「高岡坊篁墩」は外惣構土塁の内側(藪の内)の

高岡町で鳳卿の居所が在った場所、「半千塾」は

鳳卿の私塾名のことです。

　　  「諸頭」の事例  「先祖由緒并一類附帳」・「諸頭系譜」等により紹介します。　　　※(役料知○○○石)は(役○○○)と略す。

定番頭は4人、定番馬廻組(8組)と定番御歩を率いる頭で、家の石高の高低による階層を除けば、役料知300石を拝領する

平士最高位の藩士です。そのため、定番頭就任後は隠居や亡くなる場合が多いですが、中には加増により人持に列する藩

士も存在します。また、定番頭並は、組などは率いませんが、役料知は300石で、後に定番頭になる場合の他は、定番頭と

同様です。

鳳卿は文化元年家督200石を継ぎ、明倫堂助教を勤めました。その後、文化5年二ノ丸焼失の際「五十間御長屋入御書物

等、夥敷御堀水入」したため、その復旧として書物御用が多くなり書物奉行加人となり、文政元年(1818)近習詰、文政5年書

物奉行、書写奉行兼帯、天保4年(1833)南土蔵奉行兼帯、同5年50石加増されています。その後は書物方御用はそのまま

に、同11年馬廻御使役、同13年馬廻番頭(役料知100石)となり、弘化4年(1847)に亡くなっています。

文化規式能次第（K7-19）

先祖由緒并一類附帳(16.31－65津田善六郎)

北藩秘鑑（090－674）



定番頭は平士の中でも石高の高い藩士が主体を占めるわけではありません。1000石前後の平士もいますが、300石クラス

の平士もいます。最も石高が低く定番頭を勤めた藩士は、笠間九兵衛定懋で石高は役料知よりも低い260石です。

九兵衛は、明和5年(1768)家督210石を継ぎ、安永6年(1777)定検地奉行加人、同8年勝手方御用、天明元年(1781)内作事

奉行、同5年外作事奉行、同6年勝手方御用帰役、改作奉行兼帯など諸役を歴任し、寛政3年(1791)50石加増し260石になり

ました。同時に改作奉行・勝手方御用を勤めたまま役料知150石の物頭並になっています。寛政5年には組頭並(役200)となり

算用場奉行を勤め、文化元年(1804)に一度頭役御免となっています。その後文政7年(1824)に定番頭となり、同9年隠居料

300石を拝領し静閑と名乗り、同11年に亡くなっています。

寛政3年の加増の要因はわかりませんが、それを契機に頭役を十数年勤め、文化元年御免の後、20年後に「御免頭」から

定番頭となっています。この経緯も不明ですが、石高より役料知が高い場合もあり得る事例です。また、一度頭役を勤めた藩

士は、隠居・死没以外で辞めれば「御免頭」となり、その後は、頭役以外には就かないようです。なお、「帳秘藩臣録」では33

人の御免頭(「頭役免許」)が確認できます。

　文政元年(1820)定番頭となった河内山久大夫乙昌は様々な頭役を経て定番頭に至っています。

大小将で石高350石、当時右大夫と称していた乙昌は、安永９年(1780)表小将横目(役100)となりました。天明6年(1786)には

半左衛門と名乗り、100石加増され450石となり、役料知150石の奥小将番頭となります。その後、寛政7年(1795)先筒頭(役

150)に就いたときには久大夫と名乗っています。寛政12年から歩頭(役150)を勤め、文化元年(1804)には役料知200石の小将

頭、同5年には馬廻頭(役200)となり、同6年からは頭役兼役として宗門奉行を勤めています。

文政元年には定番頭となり、同3年頭役兼役として判物方御用を勤

め、同6年隠居(料300石)し久残と名乗り、翌年亡くなっています。

久大夫は、表小将横目・奥小将番頭のときは10代藩主重教の近習

を勤めています。その頃の評価が大きかったのでしょうか、その後は

様々な頭役を勤めました。

その間、石高は350石から450石となりましたが、その他に役料知

100～300石、隠居料300石も含め40年以上得ていました。久大夫の

頭役の転役は、役料知は同じか増加、同役料知の転役の場合は、座

列の上位の頭役への転役でした。

志村五郎左衛門直賢は、大聖寺藩士志村平左衛門二男で、享保17年

(1732)、10歳頃、後の加賀藩8代藩主重煕の部屋附新番並小将(30俵5人扶持)

として召し出されました。延享4年(1747)、重煕が藩主となるに伴い新知150石

表小将となり奥取次を勤めています。翌寛延元年(1748)26歳で役料知150石の

御使番、同3年加増し250石となりました。10代藩主重教の近習を勤めながら、

宝暦11年(1761)先筒頭(役150)、明和8年(1771)持筒頭(役150)となり、安永6年

(1777)11代治脩の御近習御用となり加増し400石、同7年組頭並(役200)、天明5

年(1785)定番頭並(役300)となり、加増され550石となったのです。そして寛政3

年(1791)加増され1050石となり、人持末席に列し、役料知を除かれました。翌4

年には隠居料300石で一翁と名乗り、同6年に72歳で亡くなっています。

7代藩主宗辰の急逝を契機に、近習としての才覚により人持末席まで至った

特殊事例ですが、石高150石の時に役料知150石の御使番を勤めて以後、人

持に至るまで頭役を勤め役料知を得ていました。石高と役料知合わせた石高

が家の収入のため、頭役を勤め役料知を得ることは藩士の家計にとっても大き

な事でした。
軍装図解（16.50－63）

小将頭役料宛行状（090-1123-2） 役料200石



伝右衛門長重は右衛門長好の嫡子で、石高は弟権丞に

500石分知しているので2050石です。延宝5年(1677)宮腰町

奉行を勤め、天和2年(1682)役料知150石の先弓頭となり、

元禄10年(1697)に亡くなっています。

長重の嫡子左大夫長基は、元禄16年普請奉行、宝永2年

(1705)役料知150石の先筒頭、普請奉行兼帯、享保5年

(1720)持筒頭(役150)、御領国盗賊改奉行兼帯、後、源五左

衛門と名乗り同10年大組頭(役150)、同15年役料知200石の

馬廻頭となり、同19年頭役御免、元文5年(1740)76歳で亡く

なっています。右の史料は、5代藩主綱紀が出し漏れた役

料知の宛行状を6代吉徳が出したもので、源五左衛門と左

大夫は同一人物です。

覚左衛門敬長は、分家権丞の嫡子で石高500石、正徳2

年(1721)大小将横目(役100)、享保3年(1718)安芸御前様(5代

綱紀娘節)附物頭並(役150)となり加増され600石となります。

享保10年本家(2050石)への養子が決まり、同16年持弓頭(役

150)、御領国盗賊改奉行兼帯となり、元文2年(1737)役料知

200石の魚津在住(右の史料では「下新川縮として彼地差置」)と

なり、同5年家督を継ぎ、延享2年(1745)御免、同年に亡く

なっています。

覚左衛門の嫡子左大夫は家督2050石を継ぎますが、若く

して亡くなり頭役を勤めていません。その子源五左衛門自

道は、寛政6年(1793)越中境奉行、享和元年(1801)先筒頭

(役150)、御領国盗賊改奉行兼帯、文化9年(1812)歩頭(役

150)を勤め、同年の内に御免、文政4年(1821)に亡くなって

います。

源五左衛門の嫡子主殿忠順は、天保6年(1835)越中境奉

行、同11年先弓頭(役150)、御領国盗賊改奉行兼帯、弘化3

年(1846)歩頭(役150)、同年願いにより御免となっています。

その後嘉永3年(1850)御免頭から金沢町奉行となりますが、

同年御免、同6年馬廻頭となりますが翌7年御免、その後安

政2年(1855)59歳で亡くなっています。

茨木家の石高は2050石で、平士では最高位の石高です。

そのためでしょうか、長く頭役を勤めた代はよく似た頭役を

勤める傾向が窺えます。

　役料知200石の諸頭・諸役には、平士の組を率いる馬廻頭・小将頭や町奉行・魚津在住・今石動等支配などがあります。

表紙上の史料は、茨木右衛門長好の石高と馬廻頭役料知合わせた2750石の知行宛行状です。役料知は、馬廻頭を代

わった場合は取り上げるとされています。馬廻頭は馬廻組12組の頭で12人います。右衛門は慶安元年(1648)大小将番頭(役

150)から馬廻頭となり、同年馬廻頭兼役として寺社奉行を勤めています。後に源五左衛門と改名し、寛文７年(1667)隠居し宗

入を名乗り、同11年に亡くなっています。いつから大小将番頭を勤めたか不明ですが、石高2550石の他に役料知200石の

馬廻頭を約20年勤めています。 茨木家はその後代々諸頭を勤めた家でもあります。

役料知150石の諸頭・諸役には、歩組を率いる新番頭・歩頭、足軽組を率いる大組頭・持弓筒頭・先弓筒頭・聞番など、そ

の他大小将番頭・組外番頭・御横目・使番などがあります。

表紙下の史料は、駒井茂左衛門守孝(1000石)が天明2年(1782)に使番となったときの役料知宛行状です。10代重教の近習

御用奥取次を兼帯し、平学と改名しています。同3年流刑、翌4年赦されますが石高は新知150石になっています。流刑の理

由については、由緒帳(16.31-65駒井貞次郎)には「不届之趣有之」とのみ記されています。

前田吉治知行宛行状（34.14-29） 魚津在住役料200石

前田吉治知行宛行状（34.14-24） 持筒頭役料150石遺漏に付

前田斉泰知行宛行状（34.14-40） 町奉行役料200石
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「諸頭系譜」において、役料知が100石未満で、役料が石

高で与えられるのは、役料知70石の預地方御用だけです。

算用場奉行を勤める人持が兼帯する預地方御用もあります

が、役料知70石の預地方御用は平士が勤める役です。な

お、「預地」は能登にある幕府領のことです。

瀬川久右衛門豊章(320石)は寛保4年(1744)割場奉行とな

り、寛延4年(1751)預地方御用を勤め、宝暦8年(1758)暢姫様

(6代藩主吉徳娘)附物頭並(役150)、同13年御前様(10代藩主

重教室)附物頭並(役150)、明和8年(1771)先筒頭(役150)となり

近習頭を勤め、安永5年(1776)63歳で亡くなっています。

　新番頭は2人で新番組御歩(2組)を率い、歩頭は6人で六組御歩を率いる頭です。

栂源五左衛門遵義(450石)は弘化2年(1845)表小将から表小将横目(役100)、嘉永元年(1848)使番、同5年表小将番頭、安政

3年(1856)先筒頭、同6年持筒頭、文久2年(1862)歩頭、慶応2年(1866)新番頭を勤め、慶応3年に隠居するまで一貫して13代

斉泰の近習をしていました。

関屋兵作政峰(200石)は享和3年(1803)江戸広式御用人、文化4年(1807)物頭並となり江戸広式御用を勤め、文政4年

(1821)62歳で亡くなっています。なお、物頭並の「物頭」は足軽組を率いる頭のことです。人持頭の下に配される「先弓・筒足

軽組」の頭を「先手物頭」とも呼びます。

　役料知100石の諸頭・諸役には馬廻番頭・台所奉行・細工奉行・大小将横目などがあります。

瀬川久右衛門民章(320石)は安政5年(1858)二ノ丸広式御用達から改作奉行、文久4年(1864)松任町奉行加州郡奉行兼帯、

慶応4年(1868)所口馬廻番頭となり、翌明治2年職制改革を迎えています。

水野八郎永成(670石)は安政3年後の14代藩主慶寧の御側小将となり、慶応2年表小将横目、慶応4年には役料知150石

の使番となり、慶寧の近習を勤めています。

前田斉広知行宛行状（090-1432-2） 物頭並役料150石前田斉泰知行宛行状（090-1248-25） 歩頭役料150石

前田慶寧知行宛行状（090-1248-12） 馬廻番頭役料100石 前田慶寧表小将横目役料知宛行状（090-1037-39） 役料100石

前田重煕知行宛行状（090-1248-3） 預地方御用役料70石
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